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Ａ．研究目的 

超高齢社会を迎えたわが国において、高齢

者の医療・ケアはますます重要となる。高齢

者は、主要な疾患のみならず背景に様々な疾

患を持っていることが多く、長期的な経過で

は様々な症状を訴えることが日常的である。

したがって、かかりつけ医機能を担う医師が

連携して地域を面で支えていくとともに、各

地域や個々の医師のニーズに沿って、頻度の

高い疾患に対して、一般的な診断及び対応能

力を向上していくことが必要となる。本分担

研究班（第 1 班）では、幅広い疾患への対応

として、表に示す患者調査による推計外来患

者数が多い 40 疾患（参考資料１）を主な対象

とした初期診断・対応等に係る具体的な研修

項目を検討し、整理することを目的とした。

併せて、E-ラーニング等の学習教材の学習項

目についても検討し、参考資料として実際の

疾患ごとの E-ラーニング教材等作成ガイド

を整理することを目的とした。 

 

Ｂ. 研究方法 

 本作業研究班（第１班）のテーマである「頻

度の高い疾患・症状への対応」および「初期

救急の実施・協力」について、自らの専門性

を広げたいと希望する医師が共通して学ぶ

ことが望ましい研修項目等について検討し

た。主な 40 疾患を対象とした具体的な研修

項目については、本研究の目的に沿った内容

の統一性を確保するため、以下に示す項目を

設定した。あわせて、学習教材や研修が、専

門的に偏りすぎることがなく、分科会内で議

論されたかかりつけ医機能を担う医師のニ

ーズに沿った内容となるように留意しつつ

検討を行った。 

 

（倫理的配慮） 

特になし 

研究要旨 

超高齢社会を迎えたわが国において、高齢者の医療・ケアの重要性はますます高まってい

る。高齢者は、主要な疾患に加えて多様な併存疾患を抱えていることが多く、長期的な経過の

中で多様な症状を訴えることが日常的である。そのため、かかりつけ医機能を担う医師が連携

しながら地域を面で支えるとともに、各地域や医師個人のニーズに応じて、頻度の高い疾患に

対する一般的な診断と対応力の向上を図ることが重要である。 

本分担研究班では、かかりつけ医機能に関する研修項目のうち、幅広い疾患への対応を視野

に、患者調査に基づく推計外来患者数が多い 40 疾患を主な対象とした初期診断・対応等に係

る内容を検討し、整理した。 

この整理に基づき、今後、研修実施団体が教材を整備することにより、地域や医師個々のニ

ーズに応じた柔軟な学習が可能となり、実践的な学習ツールとしての活用が期待される。 
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Ｃ．研究結果 

「頻度の高い 40 疾患」および「初期救急の

実施・協力」について、自らの専門性を広げ

たいと希望する医師が共通して学ぶことが

望ましい研修項目ついて、以下①から⑤のと

おり整理した。 

なお、これらは各研修実施団体が実施する

各テーマに係る研修において、全ての研修項

目が網羅されていなければならないという

趣旨ではないことに留意が必要である。 

さらに、これらの項目に基づいて疾患ごと

の E-ラーニング教材等作成ガイドを別に取

りまとめた（参考資料２）。 

 

①総論・イントロダクション 

・疾患の概念や特徴のポイントを学ぶ 

 

②初診時の対応 

・鑑別診断に必要な病歴と身体所見の聴取、

記載について学ぶ 

・実施すべき検査および検査結果の解釈、専

門医療機関や専門の医師との連携に必要な

検査等について学ぶ 

・病歴、身体所見、検査所見で得られた範囲

において当該疾患を診断するためのポイン

トについて学ぶ 

・上記診断を行う際に、想起すべき鑑別診断

と鑑別のポイント、日常診療における注意点

や重要なピットフォールについて学ぶ 

 

③マネージメント 

・医療連携のために知っておくべき薬物療法

の基本を学ぶ 

・医療連携のために知っておくべき治療内容

の基本を学ぶ 

・当該疾患に係る生活指導について学ぶ 

・継続的に診療を行う範囲や診療上の注意点、

専門医療機関や専門の医師との連携のポイ

ントについて学ぶ 

 

④緊急時の対応 

・緊急対応が必要な病態に関する病歴・身体

所見・検査のポイント、ならびに緊急度の判

断基準を学ぶ 

・救急または専門診療科の受診までの間の初

期対応について学ぶ 

 

⑤専門医療機関および専門の医師への紹介 

・紹介のタイミングや判断のポイントについ

て学ぶ 

・紹介にあたって提供すべき情報、紹介先の

選び方などについて学ぶ 

 

※あわせて、同研修に係る e ラーニング教材

等を制作するにあたっての参考となること

を目的として、別に教材作成ガイドを示すこ

ととした。 

 

〇主要疾患への初期診断・対応教材について 

超高齢社会の日本において地域医療を面

で支えるというコンセプトのもと、1 項目あ

たり 60 分以内を目安とした動画教材を想定

している。本教材は、医療連携の充実を目的

に、かかりつけ医機能を担う医師が専門分野

を問わず、地域のニーズに応じて主要疾患へ

の対応力を高め、医療機関間の連携を強化し、

患者にとって最適な治療環境を構築できる

よう、時間や場所を問わず学べる e ラーニン

グ教材として設計されている。 

 

Ｄ．考察 

地域において必要とされる頻度の高い約

40 疾患を対象に、かかりつけ医機能を担う医

師にとって初期診断および対応能力の向上

に資する具体的な研修項目及び学習教材に

係るシラバスを整理した。動画教材（E-ラー

ニング）としての活用を前提とし、いつでも

どこでも学習可能な柔軟な構成とした点は、

実践的かつ有用であり、今後の広範な普及が

期待される。地域の多様な医療ニーズに対応

するためには、医師が自らの専門性を深める

とともに、専門領域を越えて個々のニーズに

合わせて継続的に学習できる環境の整備が

重要であり、本教材はそのための有効な支援

手段の一つと考えられる。 

 

Ｅ．結論 

本研究により、頻度の高い約 40 疾患への初

期対応に関して、かかりつけ医機能を担う医

師が地域の実情に応じて自らの専門性を広

げる学習を行う場合の具体的な研修項目を

提示した。時と場所を問わず学習可能な動画

教材（E-ラーニング）は、医師の多様なニー

ズに対応するための有効な手段であり、地域

医療体制の質的向上およびかかりつけ医機

能の充実に資するものと考えられる。 

 

Ｆ．健康危険情報 

なし 
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Ｇ．研究発表 

1．論文発表 

なし 

 

2．学会発表 

なし 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

1．特許取得 

なし 

 

2．実用新案登録 

なし 

 

3．その他 

なし 
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